
　市民プールでは、元気に泳ぐ子どもたちの
賑やかな声が聞こえていました。
　連日続く猛暑。暑さを避け、こまめに水分・
塩分補給をして、熱中症を予防しましょう。

�ごみの行方    p２～３
�副市長が選任（再）されました p６　　
�みんなの広場【ひとこと・風の便り…】 p１８～１９
�まちの話題【も～ったいない市…】 p２０～２１
�はつらつ健康ひろば
　【虫さされにご用心！！】 p２２～２３
�おしらせ p２４～２５
�ハッピーバースデー    p３０　　

�
２０ １ ３ （平成２５年）
第１０１号

��������	
�����������	
���



�������������
����������

「
ご
み
の
行
方
」を�
　
　
　
　
見
て
き
た
よ�

〜
環
境
教
育
学
習�
 

「
ご
み
の
行
方
」〜�

　市では、今年度も、６月から７月にかけて、市内の小学校４年生を対象に、
「ごみの行方」事業を行いました。�
　この事業は、家庭のごみなどがどのように処理されているかを、実際にクリ
ーンセンター（焼却施設）、処理センター（最終処分場）、浄化センター（下
水処理場）を見学しながら学習するものです。�
　今回は、西方小学校児童から届いたレポートの一部をご紹介します。�

！�

　ここには、粗大ごみ・埋立ごみなどが運ばれて
きます。�
　粗大ごみや埋立ごみを、「燃えるもの」「鉄」「埋め
立てるもの」に分別する様子や、埋立処分場を見学
しました。�

　ここでは、可燃ごみが運ばれてきて焼却される様子を見学しました。�
　ごみが収集車から投入される様子や、クレーンで焼却炉に入れる様子を見学し、
実際にクレーン操作の体験をしました。�
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児
童
は
、
教
科
書
で
学
習
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
ご
み
処

理
の
状
況
を
見
た
り
、
職
員
か
ら
話
を
聞
き
、
施
設
の
仕
組
み
に

驚
い
た
り
、
ま
だ
使
え
そ
う
な
も
の
が
捨
て
て
あ
る
の
を
見
つ
け

て
「
も
っ
た
い
な
い
！
」
と
い
う
声
も
出
て
い
ま
し
た
。�

　
今
回
の
見
学
で
教
科
書
だ
け
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
感
じ
と
っ

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
き
っ
と
学
ん
だ
こ
と
を
家
庭
や
地
域
で
実
践
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
（
緯
演
６
１
２
４
）�

　家庭から流れてきた下水が、浄化される様子を見学しました。�
　汚れた水をきれいにするには、微生物の力を借りていることを学び、その微生物を顕微鏡
で見たり、マンホールをのぞいて、流れてくる汚水や下水道管に敷設されている光ファイバ
ーを見ました。�

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル�

ご
み
の
行
方
の
番
組
を
放
送
中�

（
放
送
時
間
は
１３
ペ
ー
ジ
）
　
�
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市
で
は
、
来
春
採
用
予
定
の
職
員
採
用
候
補
者

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
第
一
次
試
験
日
お
よ
び
会
場

　

�
月　

日
�

��

　

新
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー

 
（
消
防
職
体
力
検
査：

新
見
市
民
体
育
館
）

■
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜

　

�
月　

日
�
（
当
日
消
印
有
効
）

��

　

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
電
子
申
請
以
外

の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。）

■
試
験
実
施
要
項
・
受
験
申
込
書
の
入
手
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合

　

新
見
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（h
ttp

://w
w
w
.c
ity

.n
iim

i.o
k
a
y
a
m

a
.jp

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

受
験
申
込
書
は
、
Ａ
�
用
紙
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
直
接
取
り
に
来
ら
れ
る
場
合

　

総
務
課
人
事
係
お
よ
び
各
支
局
で
交
付
し
ま
す
。

③
郵
便
に
よ
り
請
求
さ
れ
る
場
合

　

お
も
て
に
「
受
験
申
込
書
等
請
求
」
と
朱
書
き
し

た
封
筒
に
、
宛
て
先
を
明
記
し
て　

円
切
手
を

��

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
�
号
）
を
入
れ
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
申
込
の
方
法

　

受
験
申
込
書
と
写
真
�
枚（
�
�
×
�
�
・
�
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半
身
正
面
向
き
で
脱

帽
）
が
必
要
で
す
。（
試
験
区
分
に
よ
っ
て
は
免
許

証
な
ど
の
写
し
も
必
要
と
な
り
ま
す
。）

　

持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
ほ
か
、
電
子
申
請
で

申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
ま
た
は
電
子
申
請
の
場
合
は
、
受
験

票
を
送
付
す
る
た
め
、
宛
先
を
明
記
し
て　

円
��

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
�
号
）
が
併

せ
て
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
人
事
係

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

��
�
�
�
�
�
�
�
�	�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

「
ふ
る
さ
と
に
い
み
応
援
基
金
寄
付
金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）

と
し
て
、
多
く
み
な
さ
ん
に
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
「
に
い
み
」
を
離
れ
、
ふ
る
さ
と
を
想
い
な
が

ら
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
や
、
新
見
市
へ
の
思
い
入
れ
を
お
持

ち
の
人
な
ど
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
を
通
じ
た
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

く
わ
し
い
内
容
・
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
総
務
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

公
表
に
同
意
を
い
た
だ
い
た
寄
付
者
の
み
な
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
平
成　

年
１
月
〜
６
月
受
付
分　

順
不
同
・
敬
称
略
）

２５

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係
（
�
�
６
２
０
４
）

原
田　

徹
美
（
岡
山
市
）

長
谷
川　

正
（
東
京
都
）

藤
本　

尊
一
（
埼
玉
県
）

坂
藤　

昌
弘
（
東
京
都
）

原
田　

良
子
（
岡
山
市
）

河
崎　

健
大
郎
（
兵
庫
県
）

橋
本　

義
昭
（
神
奈
川
県
）

鄭　

守
（
京
都
府
）

清
水　

伸
二
（
埼
玉
県
）

皆
川　

由
美
（
東
京
都
）

山
下　

廣
（
千
葉
県
）

北
村　

真
也
（
千
葉
県
）

冨
谷　

功
（
総
社
市
）

垰　

邦
雄
（
玉
野
市
）

田
邊　

十
三
雄
（
岡
山
市
）

北
垣　

一
宏
（
岐
阜
県
）
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予定人員受　　　　験　　　　資　　　　格試 験 区 分

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平成
　��年�月末日までに卒業見込みの人事　務　職

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平成
　��年�月末日までに卒業見込みの人
�身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
�活字印刷文による出題、口頭による面接に対応できる人
�自力で通勤でき、かつ介助者なしで職務の遂行が可能な人

事　務　職
(身体に障がいのある人)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、臨床心理士の資格を有している人または平成
　��年�月末日までに取得見込みの人

臨床心理士
(兼事務職)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、保育士かつ
　幼稚園教諭の資格を有している人または平成２６年３月末日までに取得見込みの人

保育士・幼稚園教諭
(兼事務職)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において土木
　（農業土木を含む）系学科を履修し卒業した人または平成��年�月末日までに卒業見込
　みの人

土木技術職
(兼事務職)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、一級建築士の資格を有している人(学歴は問わ
　ない）

建　築　職
(兼事務職)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、電気主任技術者の資格を有している人、もし
　くは電気主任技術者認定校で電気主任技術者免状交付申請に必要な関係学科の単位を
　取得して卒業した人または平成２６年３月末日までに卒業見込みの人

電気技術職
(兼事務職)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において機械系
　学科を履修し卒業した人または平成２６年３月末日までに卒業見込みの人

機械技術職
(兼事務職)

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平
　成��年�月末日までに卒業見込みの人
�身体強健で、運動機能などに障がいがなく、次の条件により消防職員としての適格性
　が認められる人  
　①身長　男性����以上、女性����以上
　②体重　身長とのバランスがとれていること
　③握力　男性両手とも���以上、女性両手とも���以上
　④肺活量　男性������以上、女性������以上
　⑤視力　矯正視力を含む両眼で���以上かつ一眼でそれぞれ���以上の視力で、赤色、青
　　　　　　色および黄色の色彩の識別ができること
　⑥聴力　正常で言語明瞭であること
�普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者（取得見込者を含む）
※採用後�年以内に大型免許を取得すること。

消　防　職

　　＊上記にかかわらず、次のいずれかに該当する人は、受験できません。
　　�日本国籍を有しない人　
　　�地方公務員法第��条に規定する欠格条項に該当する人
 　　  例えば、次の事項に該当する人です。
  　　 �成年被後見人または被保佐人
 　　  �禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人　など

■試験区分、受験資格、予定人員 

�
�
�
�
�
�
�
���

��
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

歳
未
満
の
人
が
発
症
す

��
る
認
知
症
の
こ
と
で
す
。

　

認
知
症
は
高
齢
者
の
病
気

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
働

き
盛
り
の　

代
か
ら　

代
の

��

��

人
に
も
発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

若
年
性
認
知
症
に
な
る
と
、

本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
が

受
け
る
経
済
的
な
損
失
や
心

理
的
な
負
担
な
ど
、
大
き
な

影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

　

生
活
の
中
で
様
子
の
変
化

な
ど
を
感
じ
た
と
き
は
、
早

め
に
専
門
の
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

原
因
や
初
期
症
状
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
脳
卒
中
な
ど
が
原

因
に
よ
る
「
脳
血
管
性
認
知

症
」
と
、
脳
の
神
経
細
胞
が

減
少
す
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
」
が
大
き
な
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

認
知
症
を
発
症
し
て
も
、

薬
や
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
で
、
病
気
の
進
行
を
抑
え

な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

若
年
性
認
知
症
と
い
う
病

気
を
家
庭
や
職
場
な
ど
の
周

囲
が
理
解
し
、
本
人
や
家
族

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
、

と
て
も
重
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
�
�
�
�
）
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昨
年
末
誕
生
し
た
新
政
権
は
、
長
引
く
経
済
不

況
に
対
し
、
経
済
対
策
を
最
優
先
課
題
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
も
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
大
型
の
補
正
予
算
等
を

編
成
し
、
積
極
的
な
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
国
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済

対
策
の
効
果
と
し
て
、
株
価
の
上
昇
や
円
安
な
ど

景
気
が
上
向
く
き
ざ
し
が
あ
ら
わ
れ
、
国
内
企
業

に
お
い
て
も
設
備
投
資
に
向
か
う
な
ど
変
化
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
企
業
誘
致
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
、
本
市
に
お
け
る
地
域
経
済

の
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
雇
用
の
拡
大
に

も
繋
が
り
、
少
子
・
高
齢
化
や
過
疎
化
に
よ
る
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
切
り
札
と
し
て
、
最

も
効
果
的
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
県
営
新
見
工
業
団
地

（
新
見
市
西
方
）へ
の
企
業
誘
致
を
強
力
に
推
進
す

る
た
め
、
工
場
等
の
立
地
に
係
る
補
助
金
に
つ
い

て
、
今
年
度
か
ら
大
幅
な
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
見
市
企
業
立
地
促
進
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て

は
、
先
端
技
術
工
場
、
一
般
製
造
工
場
、
研
究
所

等
の
建
設
で
、
新
規
常
用
雇
用
者　

人
以
上
の
企

��

業
を
対
象
と
し
て
、
土
地
購
入
費
に
対
す
る
補
助

率
を
従
前
の
� .
�
％
か
ら

　

％
に
引
き
上
げ
、
県
の
補
助
率
と
あ
わ
せ
る
と

��全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の　

％
に
な
り
、
建
物

��

の
建
設
に
対
す
る
補
助
や
市
内
在
住
の
新
規
常
用

雇
用
者
奨
励
金
と
の
合
計
の
限
度
額
を
�
億
円
と

し
、
新
設
の
場
合
に
は
、
県
補
助
金
と
あ
わ
せ
る

と
最
大　

億
円
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

��

　

ま
た
、
新
見
市
物
流
施
設
誘
致
促
進
助
成
金
制

度
に
つ
い
て
は
、
土
地
購
入
費
に
対
す
る
補
助
率

を
従
前
の
� .　

％
か
ら　

％
に
引
き
上
げ
る
な

��

��

ど
、
物
流
施
設
の
建
物
建
設
に
対
す
る
補
助
や
市

内
在
住
の
新
規
常
用
雇
用
者
奨
励
金
と
の
合
計
額

は
、
新
設
の
場
合
、
限
度
額
を
�
億
円
と
し
、
県

補
助
金
と
あ
わ
せ
る
と
最
大
�
億
円
の
補
助
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
大
幅
ア
ッ
プ
し
た
企
業
立
地
促
進
奨
励
金

制
度
を
前
面
に
掲
げ
、
大
規
模
な
自
然
災
害
の
リ

ス
ク
が
少
な
い
な
ど
の
本
市
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
を
強
く
売
り
込
み
、
多
く
の
雇
用
を
生
み
出
す

食
料
品
製
造
業
や
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
に
く

い
独
自
の
技
術
を
も
っ
た
企
業
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
私
が
先
頭
に
立
っ
た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
、

積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

情
報
提
供
等
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

���

�����������
しば た ひとし

����

�������

����������������
うえ はら まさ ひろ

�������

副市長が
選任（再） されました

�
�
�

�
�
�

■任期

　平成��年�月��日～平成��年�月��日

農業委員会
　�月��日�に行われた阿新農業協同組合

理事会により、新たに農業委員会委員が推薦

され、選任されました。

■任期

　平成��年�月�日～平成��年�月��日

�
�
�
�
�
�
�
�



������������
�����������

叙
位
叙
勲

　

元
新
見
市
議
会
議
員
の
故 
藤  
田  
節  
男 
氏
（
足
見
）
に
、
叙
位

ふ
じ 

た 

せ
つ 

お

（
従
五
位
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

  
藤
田
氏
は
、
昭
和　

年
に
新
見
市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
以
後
平

��

成
�
年
ま
で
の
通
算
�
期　

年
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
代
表
と
し

��

て
、
福
祉
・
産
業
・
教
育
・
文
化
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
建
設
常
任
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
、
昭
和　

年
か
ら
平
成
�
年
ま
で
は
議
長
を

��

務
め
ら
れ
、
新
見
市
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
�
年
に
は
、
秋
の
叙
勲
（
勲
四
等
瑞
宝
章
）
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

元
草
間
中
学
校
長
の
故 
後
藤
昭 
氏
（
上
市
）
に
、
叙
位
（
正

ご
と
う
あ
き
ら

六
位
）と
叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

  
後
藤
氏
は
、
昭
和　

年　

月
に
新
見
農
林
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和　

��

��

��

年
�
月
か
ら
阿
哲
郡
上
市
町
立
上
市
中
学
校
に
赴
任
さ
れ
、
教
職
の

道
を
歩
み
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
主
に
旧
新
見
市
内
の
中
学
校
で
教
諭

と
し
て
勤
務
さ
れ
、
昭
和　

年
�
月
か
ら
千
屋
中
学
校
で
教
頭
、
昭

��

和　

年
�
月
か
ら
は
新
見
第
一
中
学
校
の
教
頭
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま

��
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和　

年
�
月
か
ら
草
間
中
学
校
の
校
長
に
就
任

��

さ
れ
、
昭
和　

年
�
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

��

　　

元
実
小
学
校
長
の
故 
金
盛
静
雄 
氏
（
千
屋
）
に
、
叙
位
（
従

か
な
も
り
し
ず
お

六
位
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

  
金
盛
氏
は
、
昭
和
�
年
�
月
に
阿
哲
郡
実
青
年
学
校
を
卒
業
後
、
昭

和　

年
�
月
か
ら
阿
哲
郡
三
坂
小
学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
赴
任
さ

��
れ
、
教
職
の
道
を
歩
み
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
主
に
旧
新
見
阿
哲
地
域

の
小
学
校
で
教
諭
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
昭
和　

年
�
月
か
ら
福
本
小

��

学
校
で
教
頭
、
昭
和　

年
�
月
か
ら
は
大
井
野
小
学
校
の
校
長
に
就

��

任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
田
治
部
小
学
校
と
実
小
学
校
の
校
長
を

歴
任
さ
れ
、
昭
和　

年
�
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成　

��

��

年
�
月
に
は
、
高
齢
者
叙
勲
（
勲
五
等
瑞
宝
章
）
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

地
域
づ
く
り
推
進
事
業

優
秀
団
体
表
彰

　

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
優
秀
団
体
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

年
度
に
市
の
地
域
づ
く
り
推
進

��

事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
各
地
域
で
実
施
さ
れ
た
全

　

事
業
の
う
ち
、
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
審
査
会
（
上

��原
米
子 
会
長
）
が
先
進
性
・
継
続
性
・
協
働
性
な
ど

に
つ
い
て
選
考
を
行
い
、
他
の
見
本
と
な
る
特
に
優

れ
た
事
業
を
実
施
し
た
団
体
に
つ
い
て
表
彰
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、
市
内
で
も
有
数
の
花
火
大
会
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
上
市
花
火
大
会
実
行
委
員

会
（
武
田
彰
夫 
会
長
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

優
秀
賞
に
は
、
高
尾
学
区

連
合
町
内
会
（
宮
地
昇 
会

長
）、
神
代
郷
土
民
謡
保
存

会
（
千
原
栄 
会
長
）、
新

見
駅
前
連
合
町
内
会
（
安

達
廣
明 
会
長
）、
高
尾
若

連
中
（
赤
井
康
人 
頭
取
）

の
�
団
体
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

※
受
賞
団
体
の
代
表
者
は
平
成　

年
度
の
代
表
者
で
す
。

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
政
策
係
（
�
�
�
�
�
�
）

選
挙
人
名
簿
の
縦

覧
が
行
わ
れ
ま
す

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成　

年
��

�
月
�
日
登
録
の
選
挙
人
名
簿
お
よ
び

在
外
選
挙
人
名
簿
の
う
ち
新
規
登
載
者

名
簿
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま

す
。

　

こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の
異
議
申
し

出
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
、

登
録
漏
れ
や
無
資
格
者
の
登
録
、
記
載

事
項
の
誤
り
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

■
縦
覧
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時
（
毎
日
）

��

��

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
�
�
�
�
）
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����������

　

平
成�

年
�
月
定
例
会
が
、
�

��

月�

日
か
ら
�
月�

日
に
か
け
て

��

��

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
上
程
さ

れ
た
議
案
は
、
条
例
�
件
、
予
算

�
件
、
人
事
�
件
、
そ
の
他
議
案

�
件
の
計�

件
で
し
た
。

��

　

そ
の
中
の
主
な
も
の
を
紹
介
し

ま
す
。

■
新
見
市
農
林
土
木
事
業
分
担
金

　

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　

本
条
例
で
規
定
す
る
国
の
補
助

事
業
が
新
た
な
名
称
に
変
更
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、事
業
名
称
を
変

更
す
る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
平
成�

年
度
一
般
会
計
補
正
予

��

　

算（
第
�
号
）な
ど

 
� 
条
例
関
係

議会�
レ ポ ー ト �
平成��年�月
定例会

　

平
成　

年
度
新
見
市
一
般
会
計

��

補
正
予
算（
第
�
号
）、新
見
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
�
号
）な
ど
、�
件
の
補
正
予

算
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、一
般
会
計
に
つ
い

て
は
、歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
、�

�
億
� , 
�
�
�
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
�
�
�
億
� ,
�
�
�
万

円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
　
　
　
　
　
　

…
�
�
�
万
円

○
市
役
所
本
庁
舎
耐
震
化
事
業

　
　
 　

…
�
億
� , 
�
�
�
万
円

○
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備

　

事
業

　
　
　
 

…
�
億
� , 
�
�
�
万
円

○
太
池
邸
・
内
蔵
等
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

…
�
�
�
万
円

○
Ａ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　

…
�
�
�
万
円

○
道
路
維
持
修
繕
・
改
良
・
舗
装
事

　

業 
　

…
�
億
� , 
�
�
�
万
円

○
介
護
福
祉
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
 　

…
� , 
�
�
�
万
円

■
副
市
長
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
と
な
る 
柴
田
仁 
副
市

し
ば
た
ひ
と
し

長
を
、引
き
続
き
副
市
長
に
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、

新
た
に  
小 
坂 
正 
氏 
と  
大   
本   
正   
治 

こ
さ
か
た
だ
し 

お
お 
も
と 
ま
さ 
は
る

氏
を
、ま
た
、引
き
続
き 
三  
村  
幸  
子 

み 

む
ら 
さ
ち 

こ

氏
、  
三  
輪  
秋  
子 
氏
、  
佐  
田  
美  
惠 
氏
、

み 

わ 

あ
き 

こ 

さ 

だ 

よ
し 

え

 
土
屋
宣 
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同

つ
ち
や
あ
き
ら

意
し
ま
し
た
。

■
公
立
大
学
法
人
新
見
公
立
大
学

が
徴
収
す
る
料
金
の
上
限
の
認

可
に
つ
い
て

　

よ
り
高
度
な
看
護
教
育
・
研
究

に
取
り
組
む
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、新
見
公
立
大
学
が
大
学
院
を

来
年
度
開
設
す
る
た
め
に
必
要
な

大
学
院
の
授
業
料
な
ど
の
上
限
に

つ
い
て
、認
可
す
る
こ
と
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

新
見
市
農
林
土
木
事
業
分
担
金
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

平
成　

年
度
新
見
市
一
般
会
計
補
正

��

予
算
（
第
�
号
）
、
伯
備
線
新
見
構

内
第
�
東
城
街
道
架
道
橋
改
築
工
事

の
協
定
締
結
な
ど
を
可
決
。
ま
た
副

市
長
の
再
任
な
ど
を
同
意
。

 
� 
予
算
関
係

 
� 
そ
の
他
議
案
関
係

 
� 
人
事
関
係

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
で
け
が
を
し

た
場
合
で
も
、
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
治

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
が
医
療
費
を
一
時
的
に
立
て
替

え
、
あ
と
で
加
害
者
に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
届
け
、

事
故
証
明
書
を
も
ら
う
と
同
時
に
、
市
民
課
国

保
年
金
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の 

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

　

被
保
険
者
証

・
事
故
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係
（
�
�
�
�
�
�
）



������������
�����������

■
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

真
福
寺
火
葬
場
線
を
真
福
寺
風

木
木
谷
線
に
名
称
変
更
す
る
こ
と

を
可
決
し
ま
し
た
。

■
字
の
区
域
・
名
称
の
変
更
に
つ

い
て

　

国
土
調
査
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

字
の
異
な
る
土
地
を
合
筆
す
る
こ

と
に
伴
い
、字
の
区
域
お
よ
び
名

称
を
変
更
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま

し
た
。

■
動
産（
美
術
品
）の
買
入
れ
に
つ

い
て

　
 

田  
渕  
俊  
夫 
画
伯
作
�
点
と 
宮 

た 

ぶ
ち 
と
し 

お 

み
や

 
廻
正
明 
画
伯
作
�
点
、 
計
� 
点
の

さ
こ
ま
さ
あ
き

日
本
画
を
、株
式
会
社
天
満
屋
か

ら
� , 
�
�
�
万
円
で
買
い
入
れ

る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
伯
備
線
新
見
構
内
第
４
東
城
街

道
架
道
橋
改
築
工
事
の
協
定
締

結
に
つ
い
て

　

�
億
� , 
�
�
�
万
円
で
、西
日

本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
と
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

�
億
� , 
�
�
�
万
円
で
、協

和
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ィ
ズ
株
式
会
社
と

契
約
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
に
対
す

る
各
議
員
の
態
度
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

陳
情
第
�
号
の

「
不
採
択
」に

陳
情
第
�
号
の

「
不
採
択
」に

請
願
第
�
号
の

「
不
採
択
」に

請
願
第
�
号
の

「
不
採
択
」に

請
願
第
�
号
の

「
不
採
択
」に

議
案
第　

号
の

��

「
可
決
」に

議員名

議
席
番
号

○○○○○○宮本　英基1

○○○○○○小河　俊文2

○○○○○○岩田　秀之3

○○○○○○石田　　實4

○××○○○坂東　義生5

○○○○○○山本　昌次6

○○○○○○杉本美智子7

○○○○○○難波　孝一8

○○○○○×藤澤　正則9

○○○○○○津島　大孝10

○○○○○○林　　光和11

○○○○○○塩飽　満路12

××××××橋本　亨子13

○○○○○○面田　照雄14

○○○○○○羽場　純三15

○○○○○○榎　日出男16

○○○○○○仲田　康豊17

○
議
案
第　

号 
動
産
（
美
術
品
）
の
買
入
れ
に
つ
い
て

１２

○
請
願
第
１
号 
国
に
対
し
て
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
提
出
を
求
め
る
請
願
書

○
請
願
第
２
号 
住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能
の
充
実
を
求
め
る
請
願
書

○
請
願
第
３
号 
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

○
陳
情
第
１
号 
憲
法　

条
、
９
条
改
定
反
対
の
決
議
を
求
め
る
陳
情

９６

○
陳
情
第
２
号 
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
の
廃
止
を
求
め
る
陳
情
書  

 

■
問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局（
�
�
�
�
�
�
）

※「○」は賛成、「×」は反対 

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

岡
山
県
都
市
人
権
推
進
事
業
連
絡
協
議
会
（
岡

山
県
内　

市
）
の
提
供
に
よ
り
、
人
権
啓
発
に
関

��

す
る
映
画
を
テ
レ
ビ
放
映
し
ま
す
。　

　

映
画
名
や
放
送
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

放送局テーマ映画名放送時間放送日

瀬戸内海放送
（ＫＳＢ）

人権全般桃香の自由帳
��：��　
～��：��

�月�日�

テレビせとうち
（ＴＳＣ）

人権全般探梅
��：��　
～��：��

�月�日�

岡山放送
（ＯＨＫ）

人権全般クリームパン
��：��
～��：��

�月��日�

テレビせとうち
（ＴＳＣ）

子どもボクとガク
��：��
～��：��

�月��日�

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
都
市
人
権
推
進
事
業
連
絡
協
議
会

　

（
�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�
）

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
�
�
�
�
�
�
）

 
� 
議
案
の
賛
否

　
  
（
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
み
）



��������������
����������

��������

�������
新見市土地開発公社では、小岸住宅団地・西方郷原グリーンタウンを分譲しています。

■団地概要
　【分 譲 地】新見市新見���番地 � 外
　【交通機関】��新見駅…約����
　【教育施設】新見幼稚園…約����
　　　　　　 思誠小学校…約����
            　　　新見第一中学校…約����
　【上下水道】各区画まで配管済み

■分譲区画数
　�区画

■応募資格
　市内外を問わず、自ら居住する住居を必要
としている人で、分譲後�年以内に住宅の
建設を完了できる人

■分譲面積および分譲価格

������

至米子�

至岡山�

●新見高校�

コンビニ�
●�

消防署�
●�

警察署�
●�

市役所�
●�

●�
まなび広場�
にいみ　　�

木
谷
川�

木
谷
川�

①�
②�
③�
④�
済�
済�
⑦�
済�

分
譲
地�

国
道
１
８
０
号�

国道１８０号�

●�
矢崎部品�

自動車�
教習所�
●�

●�
新見公立大学�

西方小学校�
●　　　�

郵便局●�

済�①�

⑲�

⑩� ⑮�

⑤�

済�
済�

済�済�

済�

済�
済�

済�済�済�

済�
済�

緑地�

済�
済�

済�
済�

分譲地�

新見I.C.至岡山� 至米子�

至岡山�

至米子�

高梁川�

JR伯
備線

価格（円）
面積区画

番号 坪�

���������������������

���������������������

���������������������

���������������������

���������������������

■団地概要
　【分 譲 地】新見市西方����番地 � 外
　【交通機関】��新見駅…約����
　【教育施設】高西幼稚園…約����
　　　　　　 西方小学校…約����
            　　　新見第一中学校…約����
　【上下水道】各区画まで配管済み

■分譲区画数
　�区画

■応募資格
　市内外を問わず、自ら居住する住居を必要
としている人で、分譲後��年以内に住宅の
建設を完了できる人

■分譲面積および分譲価格

価格（円）
面積区画

番号 坪�

���������������������

���������������������

�����������������������

�����������������������

����������������������

����������������������

��������	
�

■問い合わせ先　総務課管財係（������）

自然環境と調和した、ゆとりと潤いのある暮らしをしませんか



������������
������������

��������

��������	
��
�����������

��������	
��
�������
�������
　子育てカレッジ第１号新見モデルとして開設した｢にいみ子育てカレッジ｣は、6年目になり、
交流ひろば｢にこたん｣もリニューアルされました。この取り組みを全国に発信するとともに、地
域との協働による大学内子育て支援の効果や課題、これからの可能性について考えます。

��������	
��
����������

��������	���������

■申し込み・問い合わせ先　にいみ子育てカレッジ事務局（�������  Ｆ Ａ Ｘ�����）
　　　　　　　　　　　　　メール　kosodate@niimi-c.ac.jp

■開催日　　9月7日�
■場　所　　新見公立大学　体育館　　　　　
　　　　　　交流ひろば「にこたん」

■定　員　　２００名程度
■入場料　　無料
■託　児　　無料　※事前に申し込みが必要です。

■申込方法　郵便番号、住所、氏名、電話番号
　　　　　　を明記して、ＦＡＸまたはメール
　　　　　　で�月��日�までに申し込んで
　　　　　　ください。

９
月
１
日
か
ら

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

　

動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
、
少
し
で
も
犬
・
猫
の

処
分
数
を
減
ら
す
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
引
き
取
り
を
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

犬
・
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
終
生
飼
育
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

�
過
去
に
何
度
も
引
き
取
り
を
依
頼
し
た
こ
と
が

　

あ
る

�
犬
・
猫
の
老
齢
や
疾
病
を
理
由
と
す
る

�
犬
・
猫
の
飼
育
が
困
難
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

　

な
い

�
あ
ら
か
じ
め
犬
・
猫
の
譲
渡
先
を
見
つ
け
る
た

　

め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
な
い

　

な
ど

　

な
お
、
ど
う
し
て
も
引
き
取
り

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
岡
山

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

（
�
0
8
6－

�
�
�－

9
5
1
2
）

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係
（
�
�
�
�
�
�
）

■内容
���：��～��：��
　　交流ひろば「にこたん」を見学（随時）
���：��～��：��　シンポジウム
　 記念講演

　「地域で、大学のできること」

元福山市立女子短期大学学長　 安川   悦子 先生
やすかわ えつこ

　 話題提供・提案
　「地域における異分野連携の事例から見る
　  効果と課題」

�浜銀総合研究所コンサルタント　　 木  鋤   岳  志 氏
き すき たけ し

　「地域ぐるみの子育て支援事業、その多

　  様性と可能性」
認定ＮＰＯ法人子ども劇場笠岡センター理事長

 宇  野  
う の

 均 
まさ

 恵 氏
え

　 ディスカッション
　司会・コーディネーター

新見公立短期大学教授　 片  山 　 啓  子 
かた やま けい こ



��������������
����������

��������

��������	
���
�

���������
���������	��
�農業委員会では、毎年、組織活動として「農地

パトロール（利用状況調査）」を行っています。

　市内すべての農地の利用状況について調査し、

遊休農地の実態把握と発生の防止・解消対策や、

農地の違反転用発生防止などに取り組みます。

　そのため、地域を巡回して調査を行いますので、

ご理解、ご協力をよろしくお願いします。

■問い合わせ先

　農業委員会事務局（������）

��������	
�
��������	
�
��������	
��
��������

■受講料

　新見市国際交流協会会員および

　大学生以下：�,���円

　その他：�,���円

※ただし、テキスト代などが必要な場

　合は、実費を負担していただきます。

■申込方法

　�月��日�までに、新見市国際交

　流協会事務局に電話、 Ｆ Ａ Ｘ、 また

　はメールでお申し込みください。

■申し込み・問い合わせ先

　新見市国際交流協会事務局

　（総務課内）

　（������　������）

　メール niimi-iea＠ex� city� niimi�

 　　　　okayama.jp

���������
　新見市国際交流協会では、市民のみなさんに気軽に

外国語に接していただくため、初級者を対象とした語

学講座を開きます。

　ぜひ、この機会に受講してみませんか。

■講座内容

■定員　各講座��名

講　師場　所日　時講座名
吉備国際大学
留学生

山村開発センター
１階会議室

��月 � 日�～��月�� 日 �
 ま で の毎週水曜日
 （��回）
��：��～��：��

中国語

吉備国際大学
留学生

山村開発センター
２階会議室

韓国語

新見公立大学

 山  内  圭 教授・
やま うち きよし

ＡＬＴ

新見公立大学
学術交流センター

��月 � 日�～��月��日 �
 ま で の毎週火曜日
 （��回）
��：��～��：��

英　語

��������	

��������	


■内容

生涯を通じたキャリアアップを図るため、求職

活動の基礎的な知識について、社会保険労務士

が専門的な立場でアドバイスを行います。

■日時

　�月��日�　��時��分～��時

■場所

まなび広場にいみ�階学習室

■定員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

講座名（市民学習講座�月・就職セミナー）、

郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入

して、ハガキ、電話、またはＦＡＸでお申し込

みください。また、まなび広場にいみ受付、市

役所総合窓口、各支局、各市民センター・ふれ

あいセンターに申込用紙を用意していますの

で、ご利用ください。

■申込締切

�月��日�

■申し込み・問い合わせ先

〒���

－

����　新見市新見���番地�

生涯学習課生涯学習係

（������　������）

※英語講座は、テキスト代�,���円が必要です。



������������
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��������

����������� ���

������
��

��������

■内容
　表計算「エクセル」を使用した操作の基礎と簡

単な文書の作成（３回連続）
■対象
　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人
■日時
　�月��日�、��日�、��日�
　時間はいずれも�����～�����
■会場
　まなび広場にいみ２階パソコン教室
■参加費
　������円（テキスト代は別途）

■定員　��名（多数の場合は抽選）
■申込方法
　講座名（パソコン講座�月・パソコンで簡単な

計算をしてみよう）、郵便番号、住所、氏名、年
齢、電話番号を記入して、ハガキ、電話、また
はＦＡＸでお申し込みください。また、まなび広
場にいみ受付にも申込用紙を用意していますの
でご利用ください。

■申込締切　�月��日�
■申し込み・問い合わせ先
　〒��������　新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係（������　�������

��
��������	
��
������������

　病気などやむを得ない理由により、保護者が義務

教育諸学校に就学させる義務を猶予、または免除さ

れた人などに対して、中学校卒業程度の学力がある

かどうかを認定するために国が行う試験です。

　合格した人には、高等学校の入学資格が与えられ

ます。

■受験資格　次のいずれかに該当する人

①就学義務猶予免除者である人、または就学義務猶

　予免除者であった人で、平成��年�月��日までに

　満��歳以上になる人

②保護者が就学させる義務の猶予、または免除を受

　けず、かつ平成��年�月��日までに満��歳に達す

　る人で、その年度の終わりまでに中学校を卒業で

　ないと見込まれることについてやむを得ない理由

　があると文部科学大臣が認めた人

③平成��年�月��日までに満��歳以上になる人（①

　および④に該当する人を除く。）

④日本の国籍を有しない人で、平成��年�月��日ま

　でに満��歳以上になる人

■試験科目

　国語、社会、数学、理科、外国語（英語）

■願書受付期間

　�月��日�～�月��日�（消印有効）

■試験期日　��月��日�　

■合格発表

　��月�日�の予定

■申し込み・問い合わせ先

　学校教育課学事係（��6146）

��������	
��
��
����������������� !�"
 #$%&'(
　　※�月��日から放送予定　《毎日》 �：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
��
�����※�月��日から放送予定　《毎日》 �：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��

��������	
��
��������������	�　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
��
���������������　《毎日》 �：��・��：��・��：��・��：��

��������	
���
���　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
��
���《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
	������
�
	����������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

���������	
��

����������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
��
��
�������
���　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	�
��
����　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

���������	
��
���������������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

��������	
��
���　《毎日》 �：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��
※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。

 ■問い合わせ先　企画政策課広報係（������）



��������������
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■日時　��������	
������
�������

■場所　新見美術館市民ギャラリー＆ピロティ

■指導　

　 杉  原  宏  二 先生　 赤  木  源  一 先生　 川  野  佳  子 先生
すぎ はら こう じ あか ぎ げん いち かわ の よし こ

■対象　小学生以下の親子（定員��組親子）

■持参する物

　絵を描く道具、画板（画用紙は配布します）

■会費　���円（画用紙、記念品代）

■申込方法

　8月8日（木）までに美術館へ電話、FAX、ま

　たはメールでお申し込みください。

※FAXまたはメールでお申し込みの場合は、参

　加者児童氏名、学校名、学年、連絡先（電話番

　号）を明記してください。

　

優秀作品には賞状とメダルを、参加者全員には　

記念品を用意しています。

■申し込み・問い合わせ先

　新見美術館（�/������）
　メール　art@ex.city.niimi.okayama.jp

����

���������	�
��


　������������	

　場所／駅前通り特設おまつり広場

�����

　���������	
��������	�

　場所／駅前通り特設おまつり広場

������

　������������	

　場所／駅前通り昭和橋

�����

　�������������

　場所／江道橋上流河原

�����

　�������������

　お菓子まき・ふわふわラビット・魚のつかみ

　取り・とうふの早食い大会・ジャグリング・

　マジックショーなど

　場所／エンドレス第�駐車場

◆時間については予定で、多少前後することがあります。

■問い合わせ先　　新見商工会議所（��２１３９）　商工観光課商工観光係（��６１３６）

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるささささささささささささささささささささささささささささささささととととととととととととととととととととととととととととととととままままままままままままままままままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり新 見ふるさと ま つ り
夏・まつり・感動の夏・まつり・感動の瞬間 瞬間 

と き

������������
※雨天の場合は、翌��日�に順延（順延の決定は、当日の��時に発表）

新見ふるさとまつり新 見ふるさと ま つ り

　第３８回新見ふるさとまつりが開催されます。
夏おどりや星空屋台村、花火など、真夏の夜を
皆さんに楽しんでいただける催しを準備してい
ます。
　多くのみなさんのご参加をお待ちしています。

����������
～夏休みの思い出づくり
　　　　　　　　しませんか～
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��

　

昔
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ

に
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば

あ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
さ
ん
は
山
へ
柴

刈
り
に
行
き
ま
し
た
。

　

お
じ
い
さ
ん
は
川
へ
洗

濯
に
行
き
、
大
き
な
桃
を

持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　

桃
を
切
る
と
、
中
か
ら

女
の
子
が
生
ま
れ
、
２
人

は
「
桃
子
」
と
名
付
け
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

中
学
生
に
な
っ
た
桃

子
に
、
太
郎
君
と
い
う
友

だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。

　

太
郎
君
は
な
に
が
原
因

か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

他
の
生
徒
か
ら
か
ら
か
わ

れ
た
り
、
教
室
の
掃
除
を

押
し
つ
け
ら
れ
た
り
し
て
、

今
に
も
泣
き
出
し
そ
う
で

し
た
。

�
�
�
�
�
�

Ａ：

男
の
子
は
、
元
気
で
少
々

手
に
お
え
ん
ぐ

れ
え
が
え
え
。

な
よ
な
よ
す
る
ん

　
　
　
　
　
　
 

は
け
し
か
ら
ん
。

Ｂ：

い
つ
の
時
代
も
ガ
キ 
大
将

が
お
っ
て
、
い

じ
め
ら
れ
っ
子

が
お
る
け
え
な

あ
。

Ｃ：

や
ら
れ
る
子
の
身
に
も
な

　
　

っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ：

せ
ー
で
も
、
男
は
泣
く
も

　
　

ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。

Ｂ：

最
近
は
、
女
っ
ぽ
い
男
性

　
　

や
男
っ
ぽ
い
女
性
を
、
よ

　
　

ー
見
る
け
ど
な
あ
。

Ｃ：

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
良

い
わ
け
で
す
か

ら
、
勝
手
に
決

め
つ
け
な
い
で
、

　
　

他
の
人
を
尊
重
す
る
こ
と

　
　

が
大
切
で
す
。

　
　

「
基 
本 
的 
人 
権 
の
尊
重
」

　
　

っ
て
、
学
校
で
習
い
ま
せ

　
　

ん
で
し
た
か
？

　
　

も
っ
と
相
手
の
立
場
に
立

　
　

っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ａ：

あ
り
ゃ
？　

お
じ
い
さ
ん

と
お
ば
あ
さ
ん

の
役
割
が
違
う

よ
う
な
ぞ
。

Ｂ：

昔
か
ら
、
力
仕
事
は
男
性

　
　

で
、
掃
除
・
洗
濯
は
女
性

　
　

の
仕
事
じ
ゃ
ろ
う
が
。

Ｃ：

役
割
は
決
め
つ
け
な
い
で
、

　
　

で
き
る
人
が
や
れ
ば
い
い

　
　

し
、
協
力
す
る
こ
と
が
大

　
　

切
だ
と
思
い
ま
す
。

Ａ：

ま
ぁ
、
わ
し
も
孫
の
幼
稚

　
　

園
の
送
り
迎
え
を
し
ょ
う

　
　

た
け
ぇ
な
ぁ
。

Ｂ：

共
働
き
の
家
庭
が
多
い
け

　
　

ぇ
、
近
所
の
わ
け
ぇ
お
父

　
　

さ
ん
は
、
子
ど
も
の
弁
当

　
　

を
作
る
言
よ
う
た
な
あ
。

　
　

わ
し
も
近
頃
、
男
性
料
理

　
　

教
室
に
参
加
し
た
り
し
ょ

　
　

う
り
ま
す
で
。

Ｃ：
イ
ク
ジ
イ
に
イ
ク
メ
ン
で

　
　

す
ね
。
そ
れ
っ
て
「
男
女

　
　

共
同
参
画
」
で
す
よ
。

Ａ：

昭
和
初
期
生
ま
れ

　
　

（　

歳
・
男
性
）

��

Ｂ：

団
塊
の
世
代

　
　

（　

歳
・
男
性
）

��

Ｃ：

若
者

　
　

（　

歳
・
女
性
）

��

※
イ
ク
ジ
イ
…
孫
の
育
児
を
積

　

極
的
に
行
う
お
じ
い
さ
ん
の

　

こ
と

※
イ
ク
メ
ン
…
育
児
を
積
極
的

　

に
行
う
男
性
の
こ
と

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



��

��������	
��

　

桃
子
は
、

念
願
の
消

防
士
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
わ
り
の
人
が
「
女
性
に
は
大

変
だ
ろ
う
」
と
心
配
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
大
丈
夫　
！！

　

男
性
消
防
士
に
混
じ
っ
て
、
桃

子
に
で
き
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
の

で
す
。

　

そ
の
頃
、
あ
る
会
社
に
就
職
し

た
友
人
か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　

「
職
場
の
上
司
か
ら
飲
み
会
に

誘
わ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
の
デ
ュ
エ
ッ

ト
を
強
要
さ
れ
た
り
、
断
る
と
、

お
茶
く
み
や
コ
ピ
ー
の
仕
事
し
か

さ
せ
て
も
ら
え
な
い
」 と

い
う
の
で
す
。

　
　

く
だ
さ
い
ね
。

Ａ：

せ
ー
で
も
、
相
談
さ
れ
て
も
な
か

　
　

な
か
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
ま
あ
が
な
。

　
　

ひ
と
り
で
解
決
で
き
る
ん
か
？

Ｂ：

内
容
に
も
よ
る 
け
ど
、
行
政
や
こ
ー

で
相
談
機
関
を
設
け
と

る
ん
じ
ゃ
ろ
？

Ｃ：

そ
う
で
す
。

　
　

新
見
市
に
は
、
ま
な
び
広
場
に
い

　
　

み
に
「
新
見
市
男
女
共
同
参
画
プ

　
　

ラ
ザ
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ

　
　

こ
で
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
か

　
　

ら
、
利
用
す
る
と
い
い
で
す
よ
。

Ａ：

お
ー
、
女
が
消
防
士
に
な
る
時
代

　
　

に
な
っ
た
ん
か
。

Ｂ：

最
近
は
、
女
性
消
防
団
員
も
ぎ
ょ

　
　

う
さ
ん
お
る
み
て
ぇ
じ
ゃ
で
。

Ｃ：

災
害
は
、
時
も
、
場
所
も
構
わ
ず

や
っ
て
き
ま
す
か
ら
、

男
女
と
も
に
対
応
で
き

る
よ
う
防
災
意
識
を
高

め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

Ａ：

そ
り
ゃ
そ
う
と
、
桃
子
の
友
人
は
、

上
司
の
言
う
こ
た
ぁ
聞

く
べ
き
じ
ゃ
ろ
う
が
。

女
は
口
ご
た
え
を
し
ち

ゃ 
ぁ
お
え
ん
。
お
茶
く

　
　

み
は
女
の
仕
事
じ
ゃ
し
、
昔
の
女

　
　

は
い
ち
い
ち
文
句
を
言
よ
ー
ら
ん

　
　

か
っ
た
ぞ
。

Ｂ：

飲
み
会
の
誘
い
や
、
カ
ラ
オ
ケ
の

デ
ュ
エ
ッ
ト
の
何
が
問

題
な
ら
。
よ
う
あ
る
こ

と
じ
ゃ
し
、
目
く
じ
ら

を
立
て
る
よ
う
な
こ
と

　
　

じ
ゃ
あ
ね
え
と
思
う
が
な
あ
。

Ｃ：

す
る
側
（
上
司
）
は
軽
い
気
持
ち

で
も
、
さ
れ
る
側
（
友

人
）
が
不
快
と
感
じ
れ

ば
セ
ク
ハ
ラ
で
す
。
ま

た
、
地
位
を
利
用
し
て

　
　

む
や
み
に
怒
鳴
っ
た
り
、
人
格
を

　
　

否
定
し
た
り
す
る
こ
と
は
パ
ワ
ハ

　
　

ラ
で
す
。
�
人
と
も
気
を
つ
け
て

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

※
セ
ク
ハ
ラ
…
男
性
か
ら
女
性
、
女
性
か

　

ら
男
性
、
あ
る
い
は
同
性
同
士
に
対
し

　

て
行
わ
れ
る
性
的
・
差
別
的
な
言
動
の

　

こ
と

※
パ
ワ
ハ
ラ
…
職
場
に
お
い
て
、
地
位
や

　

人
間
関
係
で
弱
い
立
場
の
人
に
対
し
て
、

　

精
神
的
ま
た
は
身
体
的
な
苦
痛
を
与
え

　

る
こ
と

　

男
女
が
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
や
能
力
を
十
分
発
揮
し
て
、
共
に
歩

み
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
（
男
女
共

同
参
画
社
会
）
づ
く
り
の
た
め
の
施
設
と
し

て
、
み
な
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

女
性
相
談
員
が
、
対
人
関
係
や
家
庭
の
こ

と
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
耳
を

傾
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
紙
や
、
図

書
、
ま
た
、
貸
出
用
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
備

え
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
場
所　

新
見
市
新
見
１
２
３－

２

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
２
階　

メ
デ
ィ
ア
フ

　

ロ
ア
ー
南
側

■
開
設
時
間　

毎
週
水
〜
金
曜
日
（
祝
日
・

　

年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

時
〜　

時

１０

１８

　

電
話
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
相
談
を
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

（
�
�
６
１
５
９
）

U
R
L
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ttp
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/
w

w
w

.c
ity

.n
iim

i.o

k
a
y
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.jp
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3
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■
問
い
合
わ
せ
先　

新
見
市
男
女
共
同　
　

　

参
画
プ
ラ
ザ
（
�
�
６
１
５
９
）

　

企
画
政
策
課
広
報
係
（
�
�
６
１
１
４
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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�



��

※
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

　

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
…
配
偶
者

　

や
恋
人
な
ど
親
し
い
関
係
に
あ
る

　

男
女
間
に
お
け
る
身
体
的
、
精
神
的
、

　

性
的
、
経
済
的
暴
力
の
こ
と

��������	
��

ち
ょ
っ
と 

ひ
と
こ
と

　

桃
子
は
幼
な
な
じ
み
か
ら
Ｄ
Ｖ

の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
は
Ｄ
Ｖ
に
直
面
し
た

経
験
も
な
く
、
困
っ
て
い
ま
し
た
。

彼
女
の
夫
に
言
っ
て
、
逆
ギ
レ
さ

れ
て
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
も
い
け
な
い
し
…
…
。

Ａ：

Ｄ
Ｖ
ゆ
ー
た
ら
、
な
ん
な
ら
。

Ｂ：

わ
し
も
時
々
聞
く
け
ど
、
配
偶
者
な

　
　

ど
か
ら
殴
ら
れ
る
こ
と
じ
ゃ
ろ
。

Ｃ：

殴
る
、
蹴
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
声

で
怒
鳴
っ
た
り
、
無
視
し

て
口
を
き
か
な
か
っ
た
り
、

生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど

　
　

の
精
神
的
な
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

A：

は
ぁ
、
そ
が
ー
な
こ
と
も
含
ま
れ
る

　
　

ん
か
。

C：

「
新
見
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
」

　
　

で
は
、
D
V
の
相
談
に
も
の
っ
て
く

　
　

れ
ま
す
よ
。

　

：
新
見
市
に
は
、
え
ぇ
所
が
あ
る
ん  

ＡＢ
　
　

じ 
ゃ 
な
ぁ
。

�
��
���
�
�
�
��
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

桃
太
郎
の
伝
説
で
は
、
桃
太
郎
は

鬼
ヶ
島
へ
鬼
退
治
に
出
か
け
ま
す
。

　

も
し
か
し
た
ら
「
鬼
ヶ
島
」
と
は

自
分
自
身
の
心
で
、
退
治
す
る

「
鬼
」
は
心
の
中
に
棲
む
固
定

観
念
や
、
人
を
見
下
す
気
持

ち
、
自
己
中
心
的
な
考
え
な

の
で
は
な
い
か
と
、
桃
子
は
思

う
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
相
手
を
思
い
や
る
心
が

あ
れ
ば
、
皆
、
仲
良
く
で
き
る
の
に

な
と
思
い
ま
し
た
。　
　
    

お
し
ま
い

　

最
近
、
自
分
は
年
を
取
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
走
っ
た
だ
け
で

息
切
れ
が
す
る
し
、
よ
く
忘
れ
物

を
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
会
社
で

は
自
分
の
意
思
や
仕
事
の
出
来
の

良
し
悪
し
と
は
関
係
な
く
、
管
理

職
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
な

り
の
地
位
に
着
か
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
私
の
仕
事
ぶ
り
を
見

か
ね
た
オ
ー
ナ
ー
か
ら
怪
し
い
ラ

ブ
レ
タ
ー
を
受
け
取
っ
た
。
封
筒
の

中
に
は
自
己
啓
発
講
習
会
な
る
も

の
の
案
内
が
同
封
さ
れ
て
お
り
、
も

う
、
受
講
料
を
前
払
い
し
て
あ
る
と

か
、
な
い
と
か
言
わ
れ
、
あ
ら
が
う

事
も
で
き
ず
に
参
加
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

　

着
慣
れ
ぬ
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み

出
か
け
た
先
に
は
、企
業
の
精
鋭
た

ち
で
あ
ろ
う
と
目
さ
れ
る
男
女
約

　

人
ば
か
り
が
、
ざ
ら
つ
い
た
オ
ー

��ラ
を
発
し
な
が
ら
受
講
の
時
を
待

っ
て
い
た
。
参
加
者
の
中
で
一
番
ゆ

る
そ
う
な
の
が
こ
の
私
で
あ
る
。
い

い
忘
れ
た
が
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
、
�
泊

�
日
、
朝
�
時
か
ら
夕
方
�
時
ま

で
の
強
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

ま
あ
、
街
に
来
た
ん
だ
し
、
夜
は
羽

を
伸
ば
せ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、

大
間
違
い
。
課
題
を
ど
っ
さ
り
だ
さ

れ
、
翌
日
の
朝
に
は
提
出
だ
。遊
ん

で
る
暇
な
ん
て
ぜ
ん
ぜ
ん
無
い
。
結

局
、
夜
は
ホ
テ
ル
に
缶
詰
に
な
る
は

め
に
な
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
雰
囲
気

に
飲
ま
れ
萎
縮
す
る
ば
か
り
の
私

は
、
�
日
目
の
終
了
で
、
も
う
帰
り

た
く
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
で
何
と
か
�
日

間
の
セ
ミ
ナ
ー
も
終
了
と
な
り
、
な

に
や
ら
仰
々
し
い
、
あ
り
が
た
い
終

了
証
な
る
物
を
い
た
だ
け
る
こ
と

と
あ
い
な
っ
た
。　

�
鰯
の
頭
も
信

心
か
ら 
� 

と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ

る
よ
う
に
、
信
じ
る
、
信
じ
な
い
は

個
人
の
自
由
で
あ
る
が
、
ま
あ
、
そ

れ
な
り
に
私
に
は
た
め
に
な
る
話

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。
自
分
の

中
で
は
仕
事
の
効
率
が
さ
し
て
飛

躍
し
た
と
も
思
え
ず
、
日
々
淡
々
と

す
ご
す
毎
日
が
続
い
て
い
た
が
、
ま

わ
り
か
ら
見
る
と
少
し
は
変
わ
っ

た
よ
う
で
、こ
れ
以
降
オ
ー
ナ
ー
か

ら
、
あ
り
が
た
い
恋
文
を
も
ら
う
こ

と
も
な
く
な
っ
た
。

発行/新見市　編集/新見市男女共同参画情報紙編集委員会



■日　時　���������������
■開　場　��������

■場　所　まなび広場にいみ　大ホール

■入場料　一般：�,���円

  　　　　 高校生以下：�����円 　全席指定

■チケット取扱場所

　�まなび広場にいみ受付　�生涯学習課

　※各支局で予約受付ができます。
■問い合わせ先
　生涯学習課文化振興係（������）

�����

■日時　����� ������������������
■場所　満奇洞
■料金　入洞料のみ
　（大人・高校生１,０００円、中学生８００円、小学生５００円）

■奏者
　　　　 オ カ リ ナ ： 芹  沢   公  大 

せり ざわ きみ ひろ

　　　　キーボード： 阿  隅   利  子 
あ すみ とし こ

※当日オカリナを持参して、演奏に参加する
　こともできます。
※洞内の温度は年間を通して１４℃ 前後となり
　ますので、上着などの用意をお勧めします。

■問い合わせ先
　商工観光課商工観光係（������）

��������	
��


����������������
�������������
�����������

��������������
����������

～満奇洞で聴くオカリナの調べ～

���������
����������

■受付　神郷温泉ゲートピア（８：００～９：００）
■部門
　【ハーフ】高校生以上男子・女子
　【10�】高校生以上男子・女子
　【５�】中学生男子、中学生以上女子、高校
　　　　  生以上39歳以下男子、40歳以上男子
　【３�】小学生男子・女子、中学生以上59歳
　　　　  以下女子、30歳以上59歳以下男子、 
　　　　  60歳以上男女
　【ファミリー（1.5�）】平成26年4月から小
　　学生になる子ども～小学３年生の男女と
　　保護者（祖父母を含む）

����������
�
����������

��������	
��
紅葉のダム湖畔を走ってみませんか？

■■参加料参加料　一般（高校生を含む）・ファミリー…3,000円一般（高校生を含む）・ファミリー…3,000円
小・中学生…1,000円　　　　　小・中学生…1,000円

■■参加賞参加賞 地　地元ふるさと特産品、神郷温泉入浴割引券元ふるさと特産品、神郷温泉入浴割引券
■申込方法
　専用の申込用紙（郵便振込取扱票）またはインタ
　ーネットから申し込んでください。（大会ホームペ
　ージhttp://shingo-marathon.com/）
※１０月１日�消印有効（申込用紙は、市役所総合窓口、
　まなび広場にいみ、各支局にあります。）
■申し込み・問い合わせ先
　〒719-3611　新見市神郷下神代3936番地
　神郷支局内新見市体育協会神郷支部（������）

第　

回
��

真夏の猛暑を忘
れて、癒しのひと
ときを過ごして
みませんか。

関西を代表するプロオーケストラと、新見を拠点と

して活躍する 篠笛奏者  朱鷺 たたらさんが創り出す
しのぶえそうしや とき

美しい音楽をお楽しみください。

�������

������������
������������
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引
き
続
き
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ラ
ン
プ
を
灯
し
て
、
つ
る
は
し
で
掘

削
し
、
馬
車
で
運
搬
し
て
い
た
時
代
か

ら
、
電
灯
を
灯
し
、
削
岩
機
を
使
い
、

ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
す
る
時
代
へ
と
、
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

荒
廃
が
激
し
い
も
の
の
、
現
在
も
、

 
漏
斗 
な
ど
の
積
み
出
し
施
設
、
イ
ン
ク

じ
よ
う
ご

ラ
イ
ン
、
ず
り
、
事
務
所
な
ど
が
確
認

で
き
ま
す
。

　

今
も
な
お
、
ク
ロ
ム 
柘
榴
石 
な
ど
の

ざ
く
ろ
い
し

珍
し
い
鉱
石
を
求
め
て
、
高
瀬
鉱
山
を

訪
れ
る
人
が
い
ま
す
。

引
用
文
献　

・
神
郷
町
史

・
や
た
べ　
　Ｎｏ
��

　

高
瀬
鉱
山
は
神
郷
高
瀬
の
柳
原
に
位

置
し
、
周
辺
に
は
広
瀬
鉱
山
、
若
松
鉱

山
、
日
野
上
鉱
山
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
、
鳥
取
県
、
広
島
県
、
島
根

県
の
県
境
あ
た
り
は
、
ク
ロ
ム
鉄
鉱
の

鉱
脈
が
豊
富
な
地
域
で
す
。
ク
ロ
ム
鉄

鉱
は
、
鉄
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
ク
ロ
ム

が
主
成
分
の
酸
化
鉱
物
で
す
。
こ
こ
高

瀬
鉱
山
の
ク
ロ
ム
鉄
鉱
は
、
主
に
耐
火

れ
ん
が
の
原
料
と
し
て
出
荷
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

高
瀬
鉱
山
は
、
大
正
の
初
め
、
柳
原

の
岩
崎
嘉
一
郎
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、

日
南
町
生
山
の
住
江
沢
幾
次
郎
氏
が
開

発
し
、
日
野
町
根
雨
の
近
藤
喜
八
郎
氏

が
引
き
継
ぎ
、
大
正
�
年
ご
ろ
ま
で
採

掘
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
�
年
ご
ろ
、
兵
庫
県
の
造
り
酒

屋
が
太
田
鉱
業
部
と
し
て
高
瀬
鉱
山
を

取
得
、
再
開
発
し
、
�
年
間
で
� , 
�

�
�
ト
ン
を
採
掘
。
そ
の
祝
い
を
し
た

直
後
、
神
郷
油
野
笹
尾
の
須
田
石
太
郎

氏
に
売
却
し
ま
し
た
。
須
田
氏
は
、
鉱

山
経
営
に
鉱
業
代
理
人
稲
岡
氏
を
起
用

し
て
、
鉱
山
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
が
、
稲
岡
氏
が
事
故
に
よ
り
死
去
し

た
た
め
、
細
々
と
採
掘
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

昭
和
�
年
ご
ろ
に
、
広
瀬
鉱
業
株
式

会
社
広
瀬
安
伸
氏
が
鉱
業
権
を
� , 
�

�
�
円
で
買
取
り
ま
し
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
中
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
多
く
の

人
が
働
き
に
来
て
い
ま
し
た
が
、
終
戦

後
ま
も
な
く
休
山
し
た
あ
と
、
昭
和　
��

年
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
電
気
が
引
か
れ
て
か
ら

��

は
、
多
く
の
地
元
住
民
が
就
労
し
、
一

時
は
従
業
員
�
�
�
人
を
擁
し
、
月
産

� , 
�
�
�
ト
ン
か
ら
� , 
�
�
�
ト

ン
を
産
出
。
昭
和　

年
に
は
、
� , 
�

��

�
�
ト
ン
を
産
出
し
、
日
本
一
の
ク
ロ

ム
鉱
山
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
オ
ー

ト
バ
イ
が
珍
し
か
っ
た
時
代
で
す
が
、

鉱
山
に
勤
め
る
ほ
と
ん
ど
の
人
が
オ
ー

ト
バ
イ
で
通
勤
し
て
お
り
、
賃
金
も
他

の
事
業
所
に
比
べ
、
よ
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　

資
源
に
は
、
限
り
が
あ
り
ま
す
。
昭

和　

年　

月
に
閉
山
に
な
り
ま
し
た
が
、

��

��

昭
和　

年
ま
で
、
鉱
脈
発
見
の
た
め
に

��

まちやむらの�あ�れ�こ�れ�

高
瀬
鉱
山

（
傾
斜
面
に
レ
ー
ル
を
敷
き
、
動
力
で
台
車
を

 　
 動

か
し
て
貨
物
を
運
ぶ
装
置
）

（
坑
内
か
ら
鉱
石
と
と
も
に
運
び
出
さ
れ
る

　
 価 

値
の
な
い
岩
石
や
鉱
物
な
ど
）

 
漏
斗 

じ
ょ
う
ご

ず
り

イ
ン
ク
ラ
イ
ン



������������
������������

　

身
近
で
廃
棄
物
再
利
用
対
応
が
で
き
る

も
の
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。

■
大
型
家
電
製
品

　

家
電
販
売
店
を
通
じ
、
家
電
メ
ー
カ
ー

　

で
処
分
（
有
料
）。

■
小
型
家
電
製
品

　

新
見
市
が
設
置
し
て
い
る
小
型
廃
家
電

　

回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
投
入
（
無
料
）。

※
設
置
場
所
は
、
市
役

　

所
本
庁
・
各
支
局
・

　

各
市
民
セ
ン
タ
ー
・

　

処
理
セ
ン
タ
ー

　

（
全　

か
所
）

��

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
業
界

　

不
要
に
な
っ
た
製
品
を
必
要
な
人
に
再

　

利
用
し
て
も
ら
う
。

■
骨
董
界

　

何
十
年
・
何
百
年
も
前
の
品
物
が
、
必

　

要
と
す
る
人
々
に
よ
り
大
切
に
保
存
さ

　

れ
、
次
世
代
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
。

■
衣
類
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

　

衣
類
の
中
で
、
素
材
が
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

　

繊
維
の
み
を
取
り
出
し
、
化
学
処
理
な

　

ど
を
行
い
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
の
素

　

材
に
生
成
さ
れ
、
衣
類
と
な
る
。

※
こ
の
サ
イ
ク
ル
は
何
回
で
も
可
能

　

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
が
家
庭
か
ら
出
る
時

点
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
減
少
に
寄
与
す

る
こ
と
を
考
え
て
対
応
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

折
、
日
本
で
は
、
製
造
業
で
大
規
模
な
省

エ
ネ
設
備
投
資
が
行
わ
れ
、
ま
た
家
庭
用

に
は
省
エ
ネ
製
品
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
世

界
有
数
の
省
エ
ネ
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

　

一
般
家
庭
に
お
い
て
節
電
を
実
行
す
る

の
は
「
人
」
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
賢

い
節
電
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
節
電
さ
れ

た
分
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
「
節
約
」

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

�

節
電
は
、
資
源
の
な
い
日
本
の
最
大
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
「
人
」
で
あ
る
こ
と
を

思
い
出
す
好
機
だ
�
と
論
じ
て
い
る
。

節
約
の
精
神

　

終
戦
後
の
物
資
不
足
の
時
代
を
知
る
者

は
、
物
を
大
切
に
す
る
と
い
う
考
え
方
が

身
に
つ
い
て
い
た
。　

　

当
時
、
壊
れ
た
物
は
修
理
し
て
使
っ
て

い
た
。
昭
和　

年
代
の
経
済
成
長
時
代
に

��

メ
ー
カ
ー
の
新
商
品
の
開
発
が
進
み
、
古

い
機
種
か
ら
新
し
い
機
種
へ
の
買
い
替
え

を
進
め
る
戦
略
に
よ
り
、
世
の
中
に
、
従

来
の
壊
れ
た
物
を
修
理
し
て
使
用
す
る
と

い
う
思
考
か
ら
、
使
い
捨
て
の
発
想
が
定

着
し
て
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
の
少
な
い
日
本
に
お
い
て
、
利
用

す
る
一
人
ひ
と
り
が
、
節
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

精
神
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�	
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【
新
見
市
報
道
委
員
】 

（
敬
称
略
）

　
　

定
岡　

豊
秋（
西
方
）

　
　

宮
田　

恵
介（
高
尾
）

　
　

木
村
貴
美
子（
哲
多
町
本
郷
）

　
　

稲
富　

晴
孝（
哲
多
町
成
松
）

　
　

四
木　

潤
一（
神
郷
高
瀬
）

　
　

安
立　

淳
子（
大
佐
田
治
部
）

　
　

上
田　

長
美（
神
郷
油
野
）

　
　

難
波　

美
帆（
哲
西
町
矢
田
）

　
　

難
波　

孝
一

　
　
 

（
総
務
産
建
常
任
委
員
会
委
員
長
）

　
　

宮
�　

忠
司
（
企
画
政
策
課
長
）

ちょっと�
ひといき�
Have a break.

　

先
日
の
朝
日
新
聞
の
社
説
に
、

�

節
電
の

夏
か
ら
未
来
へ　

省
エ
ネ
こ
そ
日
本
の
資
源

だ
�と
い
う
テ
ー
マ
で
諭
じ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
電
気
の
な
い
社
会
は

考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
電
力
は
、
水
力
発

電
か
ら
火
力
発
電
、
そ
し
て
原
子
力
発
電

へ
と
推
移
し
て
き
て
い
た
。
し
か
し
、
福

島
で
の
原
発
事
故
以
来
、
原
子
力
発
電
に

対
す
る
安
全
性
の
問
題
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

の
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
電
力
需
要
が
増
す
真
夏
の
ピ
ー

ク
時
に
、
需
要
が
供
給
を
上
回
り
、
大
規

模
な
停
電
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
心
配
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
昨
年
度
は
、
全

国
で
数
値
目
標
つ
き
の
節
電
要
請
が
な
さ

れ
、
企
業
・
個
人
が
協
力
し
て
こ
の
危
機

を
乗
り
切
っ
て
い
る
。

 　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

需
要
は
増
大
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
、

こ
れ
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
調
達

が
必
要
と
な
ろ
う
。
す
で
に
、
多
く
の
企

業
が
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
直
面
し
て
い

る
の
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
い
。
い
ま
世

界
中
で
、
I
T
を
駆
使
し
、
街
全
体
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
を
は
か

る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
の
社
会
実
験
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　

1
9
7
0
年
代
、
2
度
の
石
油
危
機
の

�

��
�
�
�
�
�
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日
本
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
日

本
人
と
し
て
誇
り
に
思
う
。

　

思
い
返
せ
ば　

年
ほ
ど
前
に
、

15

私
自
身
も
富
士
山
の
頂
上
を
目

指
し
、
6
人
の
仲
間
と
挑
戦
し

た
。
一
歩
一
歩
歩
み
、
登
頂
で

き
た
こ
と
は
、
昨
日
の
よ
う
な

気
が
す
る
。
5
合
目
で
買
い
求

め
た
杖
に
、
6
合
目
、
7
合
目
、

8
合
目
、
9
合
目
で
し
る
し
を

も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
頂
上
に

て
そ
の
杖
に
焼
印
を
押
し
て
も

ら
い
、
登
頂
と
い
う
願
い
が
叶

っ
た
と
き
、
何
と
も
言
え
な
い

気
持
ち
に
な
っ
た
。
霊
峰
富
士

山
の
頂
上
に
立
ち
、
し
ば
し
そ

の
余
韻
に
ひ
た
っ
た
。
一
生
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が

心
に
あ
る
。

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と

登
山
者
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、

入
山
料
を
徴
収
す
る
と
か
。

　

い
つ
ま
で
も
日
本
の
象
徴
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
日
本
人
と
し

て
の
誇
り
を
持
ち
、
い
つ
ま
で

も
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
願
う

日
々
で
あ
る
。
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 沖  津 　 和 昭   さん �

おき つ かず あき

哲西町大野部
神職

�
�
�
�
�
�
�

新
見
公
立
大
学 

看
護
学
部
２
年

  
判  
治   
那 
美
   

さ
ん　

は
ん 

じ 

な 

み

（
出
身

　

（
出
身 ‥‥

愛
知
県
豊
橋
市

愛
知
県
豊
橋
市
））

N i i m i C o l l e g e 
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 寺  田 　 明 美   さん�

てら だ あけ み

埼玉県川口市 （出身：神郷油野　旧姓：福田）
主婦

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
始
め
ま

し
た
。
川
口
市
で
は
総
合
学
習
と
し
て

小
・
中
学
生
に
映
像
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
全
国
で
も
珍
し
い
こ
の
活
動
に
関
わ
れ

る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
夫
が
首
都
圏
在
住
の
新
見
出
身
の
同

級
生
と
集
ま
り
ま
し
た
。
折
に
触
れ
て
、
ふ
る
さ

と
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
夫
婦
仲
良
く
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

神
淡
路
大
震
災
の
年
、
夫
の
会
社
の
転
勤
で

川
口
市
に
移
り
住
み
、
は
や　

年　
��

！！

　

川
口
市
は
、
荒
川
を
渡
れ
ば
東
京
都
、
人
口　
��

万
人
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ぶ
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
で
す
。

　

引
っ
越
し
当
初
は
、
学
童
期
の
子
供
を
抱
え
、

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
毎
日
で
し
た
。
教
育
を

含
め
情
報
が
氾
濫
し
て
い
て
、
必
要
な
情
報
を
い

か
に
正
し
く
選
択
し
て
い
く
か
が
課
題
で
し
た
。

　

悩
ん
だ
末
、
と
り
あ
え
ず
人
と
関
わ
っ
て
み
よ

う
と
思
い
、
地
元
に
住
む
外
国
人
の
た
め
の
日
本

語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
き
っ
か
け
で
、
韓
国
語
に
出
会
い
、
今
も
学

び
続
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
内
に
あ
る
映
像
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
さ
ん

�
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Hello, everyone. This is Steven and I am back again. 
However, I will be leaving Japan this month. I will be 
attending dental school, which is starting in September. I 
am really excited about my future, but I am also 
extremely sad about my early departure. I have received 
many warm welcome from many people here in Niimi. I 
want to give my students in Shisei, Chiya, and Osakabe a 
big shout out. All of you have made my time in Niimi 
special. I will not forget any one of you. I strongly 
encourage everyone to go abroad, experience living in a 
different environment, having a different lifestyle, and 
interacting with different people. My experience living 
in Taiwan, America, and Japan has allowed me to master 
three different languages, and I have just begun to 
understand the usefulness and benefits of knowing 
multiple languages. I have tried my best to help all of 
you learn as much English as I could, and I hope you find 
it useful. Finally, before I leave, I hope when you see me 
in town, don't hesitate and say hi to me.
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　新見医師会から新見市へ、���万円が寄付され

ました。寄付金は、看護学生奨学支援金給付制度

の原資として活用されます。

　この制度は、「新見市で看護師として頑張りた

い」という意欲に満ちた人を支援する目的で、新

見市が今年度から創設したものです。

��������	
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　市役所玄関前で「第��回“社会を明るくする運
動”に係る法務大臣のメッセージ伝達式」が行わ
れました。この運動は�月を強調月間としてお
り、犯罪や非行をする人を生み出さない家庭や地
域づくりをすることや、過ちを犯し立ち直ろうと
決意した人を社会で受け入れていくことが大切で
あると訴えました。強調月間中、市内全ての小・
中学校を訪問して、非行防止を呼び掛けるなどの
運動も行われました。
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　「第5回 Ｉ  氏  賞 大賞受賞記念 加藤竜展」の初日、
あい し しょう

新見美術館で、加藤竜氏によるギャラリートーク
と制作パフォーマンスが行われました。加藤氏
は、「環境問題を芸術のテーマにしており、見る人
に考えるきっかけを作りたいという思いで、いつ
も作品を作っている」と、来場者に語りました。
　また、音楽が流れる中での作品制作の様子が公
開され、来場者は、斬新で迫力ある制作風景に見
入っていました。

�����������	
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���������／�

　まなび広場にいみで、市内�女性団体による、

新見いきいきバザール「も～ったいない市」が開

催されました。

　フリーマーケットをメインに、特産品の販売や

エコ商品の展示など、多彩な催しがあり、多くの

来場者で賑わいました。
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　まなび広場にいみ大ホールで、「新見的おとぎ

ばなし上映会・吉本お笑いライブ」が開催されま

した。この映画は、新見市を舞台に、新見市地域

発信型映画制作実行委員会と吉本興業が共同制作

した、ハートフルコメディ映画です。この日は�

公演が行われ、約���人が心温まる映画を鑑賞し

ました。また、上映に先立ち行われたお笑いライ

ブでは、来場者の笑い声が絶えませんでした。
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　豊永赤馬の 日  �  坂  鐘  乳  穴 神社で、市指定重要無
ひ め さか かな ち あな

形民俗文化財の「お田植祭」が行われました。神
職により神事が行われた後、境内の一角に作られ
た神田を、牛に見立てた獅子頭が耕しました。そ
して、�列に並んだ��人の氏子が、苗に見立てた
杉の葉を後ろ向きに投げる動作を繰り返しまし
た。この杉の葉を持ち帰り、田畑に立てておく
と、病害虫を遠ざけ、豊作になるという言い伝え
があります。

��������	
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　まなび広場にいみで、新見市教育委員会主催の

「絵画教室」が開催されました。

　市内外から参加した約��人は、�つのコースに

分かれ、専門的な表現方法などについて、日本画

家、東京芸術大学の 宮  廻  正  明 教授と同大学院生4
みや さこ まさ あき

人から直接指導を受けました。

　今回作成した作品は、�月��日からまなび広場

にいみに展示されます。
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　にいみ子育てカレッジ交流ひろば「にこたん」

で、利用者親子数3万人を記念し、記念品贈呈式

が行われました。にいみ子育てカレッジ運営協議

会から、3万人目の利用者に、写真立てなどの記

念品が贈られました。

　この日も、大勢の親子連れが訪れ、七夕飾りを

作ったり、遊具で遊んだり、賑やかな声が聞こえ

ていました。
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夏
は
、
キ
ャ
ン
プ
に
海
水
浴
、

山
登
り
、
川
遊
び
な
ど
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

ね
。
そ
れ
に
、
畑
や
田
ん
ぼ
の
仕

事
も
忙
し
い
季
節
で
す
。
そ
ん
な

夏
に
多
い
の
が
「
虫
さ
さ
れ
」。
虫

さ
さ
れ
は
、
か
ゆ
み
な
ど
の
症
状

を
引
き
起
こ
し
ま
す
が
、
か
き
む

し
っ
て
し
ま
う
と
、
か
ぶ
れ
や
と

び
ひ
な
ど
の
皮
膚
疾
患
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
か
が

虫
さ
さ
れ
と
あ
な
ど
ら
ず
、
適
切

に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。
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虫
の
毒
成
分
や
唾
液
成
分
な
ど

に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
一

つ
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
起

こ
り
方
は
、
年
齢
や
さ
さ
れ
た
頻

度
、
体
質
に
よ
る
個
人
差
が
大
き

い
も
の
で
す
が
、
一
般
的
に
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
の
人
は
症
状
が
強
く

出
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
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《
さ
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
》

①
さ
さ
れ
た
場
所
を
水
で
洗
い
流

　

し
、
清
潔
に
す
る

②
か
ゆ
み
や
腫
れ
を
抑
え
る
薬
を

　

塗
る

　

か
き
む
し
る
こ
と
を
で
き
る
だ

　

け
我
慢
し
、
か
ゆ
み
や
炎
症
を

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
さ
れ
た
部

分
が
水
ぶ
く
れ
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
さ
さ
し
た
と

き
の
虫
が
残
し
た
唾
液
に
反
応
し

て
起
こ
る
現
象
で
す
。

　

か
き
む
し
っ
て
悪
化
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
で
、
薬
を
塗
り
、
薄

い
ガ
ー
ゼ
で
保
護
し
て
あ
げ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。
バ
ン
ド
エ
イ
ド

な
ど
で
密
閉
す
る
の
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
の
虫
さ
さ
れ

は
少
し
で
も
早
く
治
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
虫
に
さ
さ
れ

な
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

虫
よ
け
剤
は
、
塗

る
タ
イ
プ
、
シ
ー
ト

タ
イ
プ
、
ス
プ
レ
ー

タ
イ
プ
な
ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

塗
る
タ
イ
プ
や
シ
ー
ト
タ
イ
プ

は
、
薬
品
が
飛
び
散
る
心
配
が
な

い
の
で
使
い
や
す
い
で
す
。
ス
プ

レ
ー
タ
イ
プ
を
使
う
場
合
は
、
顔

周
り
を
避
け
て
吹
き
か
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
直
接
肌

に
吹
き
か
け
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ

る
場
合
は
、
着
衣
に
つ
け
る
だ
け

で
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
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や
わ
ら
げ
る
薬
を
上
手
に
使
う
な

ど
、
早
め
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　

冷
や
す
と
か
ゆ
み
が
あ
る
程
度

抑
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
場
合
は
、
か
き
む
し

っ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、
爪
を

短
く
丸
み
が
つ
く
よ

う
に
切
り
、
清
潔
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
病
院
に
行
く
べ
き
と

　
 き
》

①
蜂
、
毒
ガ
（
ケ
ム
シ
）
な
ど
毒

　

性
の
強
い
虫
に
さ
さ
れ
た
と
き 

※
蜂
に
さ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人

　

は
注
意
！

�
回
目
以
降
は
、
蜂
毒
に
対
す

る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
加
わ
る

た
め
、
さ
さ
れ
た
直
後
か
ら
じ

ん
ま
し
ん
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
は
、
さ
さ

れ
て　

分
〜
�
時
間
で
、
意
識

��

消
失
や
血
圧
低
下
な
ど
の
シ
ョ

ッ
ク
症
状
を
起
こ
し
、
死
に
至

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
さ
さ
れ
た
後
に
、
じ
ん
ま
し
ん

　

が
出
た
り
、
気
分
が
悪
く
な
っ

　

た
り
し
た
と
き

③
水
ぶ
く
れ
（
水
疱
）、
腫
れ
、
ほ

　

て
り
、
痛
み
が
強
い
と
き 

④
た
だ
れ
が
強
い
と
き 　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

Ｑ：

蜂
に
さ
さ
れ
た
ら
ア
ン
モ
ニ

　
　

ア
水
を
塗
る
と
い
い
？

Ａ：

ウ
ソ

薄
い
ア
ン
モ
ニ
ア
水
で
も
皮

膚
に
塗
る
と
か
ぶ
れ
や
す
い

た
め
、
ア
ン
モ
ニ
ア
水
は
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

Ｑ：

虫
に
さ
さ
れ
た
ら
、
口
で
毒

　
　

を
吸
い
出
す
と
よ
い
？

Ａ：

ウ
ソ

虫
の
毒
を
出
す
こ
と
は
有
効

で
す
が
、
口
で
吸
い
出
す
と
、

口
の
中
に
虫
の
毒
が
残
っ
て

し
ま
う
と
い
う
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
水
で
洗
い
流
し
た

り
、
傷
口
を
つ
ま
み
、
絞
り

出
す
な
ど
の
方
法
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

�
�
�
�
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①
虫
が
い
そ
う
な
場
所
に
は
近
づ

　

か
な
い

②
で
き
る
だ
け
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン

　

を
着
用
す
る

③
身
体
を
清
潔
に
す
る
（
汗
の
臭

　

い
で
蚊
が
よ
っ
て
き
ま
す
）

④
で
き
る
だ
け
黒
い
衣
服
は
着
用

　

し
な
い
（
蜂
な
ど
は
黒
色
部
分

　

を
攻
撃
し
ま
す 
）

⑤
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
の
虫
よ

　

け
グ
ッ
ズ
を
使
用
す
る

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

赤
ち
ゃ
ん
の
虫
さ
さ
れ
は
、
悪

化
し
や
す
く
、
さ
さ
れ
た
部
分
が

真
っ
赤
に
腫
れ
、
熱
を
持
っ
た
り
、

刺
さ
れ
た
中
心
部
に
硬
い
し
こ
り

の
よ
う
な
も
の
が
で
き
る
こ
と
も

�
�
�
�
�
�
�
��
��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
支
援
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

���������	

���������

平成��年�月生��：��～��：��火�月��日

※会場は、新見市保健福祉センターです。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別途ご案

内します。
※育児相談、健康診査は、新見市に住民登録（住民票）のある

人のみ受けることができます。���������	

���������

平成��年�月�日～��日生��：��～��：��水�月��日

���������

平成��年�月生��：��～��：��水�月�日

��������
���������

平成��年��月��日～平成��年 � 月生��：��～��：��火�月�日

���������	


■問い合わせ先　健康づくり課親子保健係（������）



������������
������������

���������������������������������
���������������������� 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課地域医療係  （������）

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日　診療時間：��：��～��：��
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

����

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

��

��
����
����

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんな
どの症状について、当番の小児科医また
は看護師などが電話で相談に応じるとと
もに、受診などについて適切なアドバイ
スを行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッ 
                     シュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜、日曜、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子
　　　　　　どもおよびその保護者

�月�日（日）

新見市　新見中央病院  ������
庄原市　東城病院 �����������
真庭市 近藤病院（内･外） ����������
真庭市　前原医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　太田病院 ������
庄原市　三上クリニック �����������
真庭市　金田病院(内･外)  ����������
真庭市　まつうら医院(内)  ����������

�月��日（火）

新見市　※通常診療を行っています。
庄原市　こぶしの里病院 �����������
真庭市　落合病院（内） ����������
真庭市   湯原温泉病院(内･外)  ����������

�月��日（水）

新見市　※通常診療を行っています。
庄原市　東城病院  �����������
真庭市　中山病院(内･外) ����������
真庭市　湯原温泉病院(内･外)  ����������

�月��日（木）

新見市　新見中央病院 ������
庄原市　瀬尾医院 �����������
真庭市　金田病院（内・外）  ����������
真庭市　湯原温泉病院（内･外） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院　 ������
庄原市　こぶしの里病院　 �����������
真庭市　落合病院（内）  ����������
真庭市　金田病院（外）  ����������
真庭市　宮島医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院　 ������
庄原市　細川医院 �����������
真庭市　勝山病院（内・外） ����������
真庭市　本山医院（内） ����������

�月�日（日）

新見市　新見中央病院　 ������
庄原市　東城病院　 �����������
真庭市  勝山病院(内･外) ����������
真庭市　遠藤クリニック（外） ����������

�����������

����������

西方小学校区

新見市

保健福祉センター

木�月�日

上市・高尾小学校区金�月�日

西方（思誠小学校区）月�月�日

高尾（思誠小学校区）火�月�日

福本・下熊谷水�月�日

上熊谷・菅生熊谷市民センター
木�月�日
金�月�日

哲多支局管内哲多総合センター

月�月��日
火�月��日
水�月��日
木�月��日

哲西支局管内きらめき広場・哲西
金�月��日
月�月��日
火�月��日

神郷支局管内神郷保健センター
水�月��日
木�月��日
金�月��日

千屋千屋市民センター
月�月�日
火�月�日

草間・土橋・足見草間公民館別館
（旧草間市民センター）

水�月�日
木�月�日

���

��������

��：��～��：��
山 村 開 発 セ ン タ ー水�月��日

��：��～��：��

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血
の経験がある人に限られます。

※本人確認ができる物を持参してください。

＊�月�日以降の日程は�月号に掲載します。
＊送迎については、地域により送迎車を運行します。 
　なお、運行コースや時間、対象地区のくわしい地区
　割りについては、検診が近づきましたら広報します。
＊その他詳細については、お配りしている「新見市成
　人検診ガイドブック」をご覧ください。

健康診査、特定健康診査、肝炎ウイルス検診、結核・肺
がん検診、胃がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診
【受付時間】　全日程�：��～�：��

����������������������
����������������������



��������������
����������

■
受
付
時
間

�
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

�
時　

分
〜　

時 （ 
祝
日
な

��

��

ど
、
年
末
年
始
（ 　

月 　

��

��

日
〜
�
月
� 
日
）
お
よ
び

次
の
期
間
を
除
く
。
）

�
確
定
申
告
時
期
（
�
月
第
�

　

週
月
曜
日
〜
所
得
税
確
定
申

　

告
期
限
）

　
　

時
間

��
 （

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間 （
毎
週

月
曜
日
�
時
〜
�
時　

分
）

��

を
除
く
。
）

※
具
体
的
な
期
間
に
つ
い
て
は
、

　
　

月
上
旬
に
国
税
庁
ホ
ー
ム

��

　

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
国
税
庁
」
で

検
索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

新
見
税
務
署
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
「
�
」
を
選
択
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
税
務
署

 
（
�
�
�
�
�
�
）

　

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
、

地
震
な
ど
に
よ
り
重
大
な
災
害

の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、

警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
。
�
月
か
ら

は
、
こ
れ
に
加
え
、
こ
の
警
報

の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え

る
豪
雨
や
大
津
波
な
ど
が
予
想

さ
れ
、
重
大
な
災
害
の
危
険
性

が
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
場
合
、

新
た
に
「
特
別
警
報
」
を
発
表

し
、
最
大
限
の
警
戒
を
呼
び
掛

け
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
対
象
と
な
る
現

象
は
、 「
東
日
本
大
震
災 
」 
や 
、

我
が
国
の
観
測
史
上
最
高
の
潮

位
を
記
録
し
た
「
伊
勢
湾
台

風
」
の
高
潮
、
紀
伊
半
島
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
岡
山

県
で
も
記
録
的
な
大
雨
と
な
っ

た
「
平
成　

年
台
風
第　

号
」

��

��

の
豪
雨
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
告
知
放
送
な
ど
の
様
々

な
方
法
で
伝
え
ら
れ
ま
す
。
特

別
警
報
が
出
た
場
合
、
対
象
と

な
る
地
域
で
は
、
数
十
年
に
一

度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危

険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
周
辺

の
状
況
や
、
市
か
ら
の
避
難
指

示
・
勧
告
な
ど
に
留
意
し
、
避

難
所
へ
避
難
す
る
か
、
屋
内
の

比
較
的
安
全
な
場
所
に
と
ど
ま

る
か
な
ど
、
た
だ
ち
に
命
を
守

る
た
め
の
判
断
・
行
動
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

災
害
が
発
生
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
の

警
報
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り

な
く
、
重
大
な
災
害
の
お
そ
れ

�
�
�
�

が
あ
る
と
き
に
発
表
さ
れ
ま
す

の
で
、
警
報
が
発
表
さ
れ
た
時

点
で
十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

大
雨
な
ど
の
際
は
、
注
意
報
、

警
報
や
そ
の
他
の
気
象
情
報
に

留
意
し
て
、
早
め
の
行
動
を
と

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

気
象
庁
岡
山
地
方
気
象
台
防

　

災
業
務
課

　

�
�
�
� －

�
�
� －

�
�
�
�

h
ttp

://w
w
w
.jm

a
.g
o
.jp

/

jm
a
/k

ish
o
u
/k

n
o
w
/to

k

u
b
e
tsu

-k
e
ih
o
/in

d
e
x
.h
t

m
l

�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

　

防
衛
省
で
は
、
平
成　

年
度
、

��

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学

校
・
防
衛
医
大
看
護
学
科
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
防
衛
大
学
校：

幹
部
自
衛
官

　

を
養
成
、
修
学
年
限
�
年

○
受
験
資
格　

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）

　
　

歳
未
満

��
○
受
付
期
間

�
推
薦
、
総
合
選
抜

　

�
月
�
日
�
〜
�
日
�

�
一
般
（
前
期
）

　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

�
一
般
（
後
期
）

　

平
成　

年
�
月　

日
�
〜　

��

��

��

　

日
�

○
試
験
日

�
推
薦

　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

�
総
合
選
抜

　

�
月　

日
�

��

�
一
般
（
前
期
）

　
　

月
�
日
�
、　

日
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
��
�
	


�
�



������������
������������

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て

い
る
次
の
通
貨
お
よ
び
証
券
な

ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

�
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

　

げ
て
こ
ら
れ
た
み
な
さ
ん
が
、

　

上
陸
地
の
税
関
、
海
運
局
に

　

預
け
ら
れ
た
通
貨
お
よ
び
紙

　

幣
。

�
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、

　

総
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ

　

た
証
券
な
ど
の
う
ち
、
日
本

　

に
送
還
さ
れ
た
も
の
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
の
人
で
も
結

構
で
す
。 �
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
�
と
い
う
覚
え
の
あ

る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
島
税
関
支
署
総
務
課

　

�
�
�
� －

�
�
� －

�
�
�
�

�
一
般
（
後
期
）

　

平
成　

年
�
月
�
日
�

��

■
防
衛
医
科
大
学
校：

自
衛
隊

　

で
の
医
師
を
養
成
、
修
学
年

　

限
�
年

○
受
験
資
格

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）

　
　

歳
未
満

��
○
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

○
試
験
日

　
　

月
�
日
�
、
�
日
�

��
■
防
衛
医
大
看
護
学
科：

自
衛

　

隊
で
の
看
護
師
を
養
成
、
修

　

学
年
限
�
年

○
受
験
資
格

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）

　
　

歳
未
満　

��
○
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

○
試
験
日

　
　

月　

日
�

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

h
ttp

://w
w
w
.m

o
d
.g
o
.jp

/p
co

/o
k
a
y
a
m
a
/

〜 「
知
る
事
」 
が
四
島 
（
し 
ま
）

　
　
　
　
　

返
還
の
第
一
歩
〜

　

歯
舞
群
島
（
は
ぼ
ま
い
ぐ
ん

と
う
） 、
色
丹
島
（
し
こ
た
ん

と
う
） 、
国
後
島
（
く
な
し
り

と
う
）
お
よ
び
択
捉
島
（
え
と

ろ
ふ
と
う
）
の
北
方
四
島
は
、

我
が
国
固
有
の
領
土
で
す
。

　

�
�
�
�
年
に
「
日
魯
通
好

条
約
」
が
結
ば
れ
、
択
捉
島
以

南
を
日
本
の
領
土
と
決
め
ま
し

た
が
、
�
�
�
�
年
に
ソ
連
に

不
法
占
拠
さ
れ
、
ソ
連
が
崩
壊

し
て
ロ
シ
ア
と
な
っ
た
現
在
も
、

そ
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

北
方
四
島
の
一
日
も
早
い
返

還
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
み
ん

な
が
こ
の
問
題
に
理
解
と
関
心

を
深
め
、
世
論
を
結
集
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現

に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求

　

運
動
県
民
会
議
事
務
局
（
岡

　

山
県
総
合
政
策
局
公
聴
広
報

　

課
内
）

　

�
�
�
� －

�
�
� －

�
�
�
�

�����������

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。　

■
日
時
（
�
月
・
�
月
分
）

�
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

　

康
相
談

　

�
月
�
日
�　

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

�
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

19

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　
 （

岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

　

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

　

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

県
下　

市
で
組
織
す
る
岡
山

��

県
都
市
男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
で
は
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の

暴
力
（
Ｄ
Ｖ
＝
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
を
受
け
て

い
る
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
講
日

　

�
月
�
日
�
〜　

月
�
日
�

11

　

ま
で
の
�
日
間

■
場
所

　

新
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ほ
か

■
講
座
数　

�
講
座

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　
�

名
��

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
込
締
切　

8
月　

日
�

20

※
申
込
方
法
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
都
市
男
女
共
同
参
画

　

推
進
会
議
事
務
局
（
企
画
政

　

策
課
広
報
係
）

 
（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�
�
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����������

��/���　��：��～ おもしろ宇宙実験教室（哲西）

　　　　　   ��：��～ 　　　　　〃

��/���　��：��～ こどもお楽しみ会（新見）

　　　　　   ��：��～ こども映画会（新見）

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

�
月
の
休
館
日 �

���

土金木水火月日

���

��������

��������������

��������������

��������������

������

���������	


　ファミリーやグループでお手
軽に楽しめるキャンプの基礎知
識や、テント・ランタンなどキ
ャンプに欠かせない道具の使い
方などがわかります。また、ア
ウトドア料理や全国のおすすめ
キャンプ場も紹介されているの
で、この夏にキャンプしたい人
はぜひ。

『サーカスのあかちゃんぞう』
モード・ピーターシャム／作　長崎出版　����年

　里菜子は小学校�年生。好き
なピアノを続けるために音楽学校
を受験するのか、近所の公立中
学へ進学するのか迷っていました。
そんな時、ピアノ教室の近くにな
る“バラの家”で、リーナという
女の子に出会って…。不思議な
体験を通して、里菜子が見つけた
ものとは。

『世界で最も美しい書店』
 清  水 　 玲  奈 ／著　　エクスナレッジ　����年
し みず れい な

『ネコをひろったリーナとひろわなかったわたし』

とき　ありえ／著　　講談社　����年

　サーカスのお母さんぞうは、
ピエロのゾンビさん一家と仲良
し。ゾンビさんたちがきれいに
お行儀よくごはんを食べている
のを見て、あかちゃんぞうにも
ゾンビさんたちのようにごはん
を食べさせようとしましたが…。
お母さんぞうの人間と同じ親心
と、自分らしさについて教えて
くれる絵本です。

『アウトドアキャンプ１００の基本』
学研パブリッシング　����年

　エーゲ海の奇跡の書店、わが家の
庭のような書店、食と読書を満喫す
る書店など、世界の美しい書店��店
を、美しい写真と取材を行ったジャー
ナリストの文章で紹介。
　写真集みたいに眺めるだけでも楽
しい本です。

�
��

夏休みの行事
【新見】�課題図書、自由研究などの本の展示

�夏休み読書スタンプラリー　　　�/��まで
�調べ学習をしよう！　　　　　 �/��～�/�日�
�一日図書館員になろう　　　　 �/���

【哲西】�課題図書、自由研究などの本の展示
�哲西図書館スタンプラリー　　　 �/��まで
�七夕飾り　   　　　 �/��～�/�日�
�古本リサイクル　　　　　　　 �/��～�/���



������������
������������

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

「
炎
の
祭
典
」（
Ｆ
�
�
�
号　

�
�
�
�
年
作
）

�����

で
の
経
済
的
に
豊
か
で
、
何
で
も
手
に
入
る
暮
ら

し
が
永
遠
に
続
か
な
い
こ
と
を
身
を
も
っ
て
体
験

し
、
生
き
方
、
暮
ら
し
方
を
見
つ
め
直
し
は
じ
め

た
の
で
す
。
震
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
多
く
の
命
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
家
族
の
絆
…
そ
れ
ら
が

ど
れ
ほ
ど
尊
く
、
お
金
で
は
手
に
入
ら
な
い
本
当

に
大
切
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

　

本
展
で
は
、
家
族
の
絆
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
…
。
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
温
か

み
の
あ
る
�
�
�
点
余
り
の
人
形
た
ち
を
通
し
て
、

作
品
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
想
い
を
届
け
ま
す
。

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

新見市西方���番地（������）

　

大
滝
博
子
（
�
�
�
�
〜
）
氏
の
創
り
出
す
人

形
の
世
界
は
、
家
族
の
何
気
な
い
日
常
の
一
場
面

を
、 

石
塑 
粘
土
と
古
布
、 

縮  
緬 
な
ど
を
使
い
表
情

せ
き
そ 

ち
り 
め
ん

豊
か
な
人
形
た
ち
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
描
か
れ

る
情
景
は
、
人
々
が
さ
さ
え
あ
い
思
い
や
る
心
を

表
現
し
、
連
綿
と
続
く
家
族
の
つ
な
が
り
の
素
晴

ら
し
さ
を
表
現
し
、
そ
こ
に
醸
し
出
さ
れ
る
「
日

常
の
幸
せ
」
を
素
直
に
感
じ
さ
せ
、
見
る
人
た
ち

に
安
ら
ぎ
や
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
大
滝
氏

の
作
品
は
、
私
た
ち
の
心
の
奥
に
眠
っ
て
い
た
「
生

命
の
大
切
さ
」「
家
族
愛
の
素
晴
ら
し
さ
」、
そ
し

て
「
本
当
の
幸
せ
」
と
は
何
か
を
呼
び
起
こ
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

�
�
�
�
年
�
月　

日
。
日
本
人
の
価
値
観
は

��

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
望
む
豊
か
な

暮
ら
し
と
は
何
か
、
本
当
の
幸
せ
と
は
何
か
。
多

く
の
人
た
ち
が
未
曾
有
の
出
来
事
を
前
に
、
今
ま

�
�
�
�
��

会
期
▼
�
月
�
�
〜
�
月　

日
�
ま
で

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
��
�
�
�
�	


�
�
�

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日��/��、��、月曜日（ただし、�/���は開館）

一
緒
に
笑
っ
て
（
�
�
�
�
年
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

 

■
�
月
�
日
�

　

大
滝
博
子
先
生
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会

　

�
午
前�

時
〜　

�
午
後
�
時
〜

��

る
モ
ノ
を
組
み
立
て
て
描
く
」
と
谷
本
氏
は

言
う
。
そ
れ
は
彼
が
生
と
死
と
再
生
の
流
転

の
中
で
寄
り
添
っ
て
き
た
モ
ノ
た
ち
で
あ
り
、

祈
り
を
こ
め
て
�
青
い
バ
ラ
�
は
手
向
け
ら

れ
る
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
芸
術
の
道
を
貫
く
谷

本
明
久
氏
の
、
虚
飾
の
な
い
モ
ノ
の
本
質
に

行
き
つ
い
た
表
現
世
界
を
提
示
す
る
、
油
彩

画
の
大
作　

点
を
展
示
。
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ

��

さ
い
。

谷
本
明
久

■
1
9
3
4
年
生
ま
れ　

岡
山
県
高
梁
市
在
住

■
独
立
美
術
協
会 
会
友

■
関
西
独
立
美
術
展
最
優
秀
賞
な
ど
賞
歴
多
数

　

画
歴　

年
40

　

画
家
・
谷
本
明
久
氏
の
ま
な
ざ
し
は
一
途

に
�
モ
ノ
�
へ
と
注
が
れ
、
そ
の
本
質
を
突

き
つ
め
る
。
廃
物
と
な
っ
た
ド
ラ
ム
缶
や
針

金
、
か
つ
て
こ
の
地
に
生
き
た
牛
の
頭
蓋
骨

に
彼
の
心
の
眼
は
向
か
う
。
こ
の
世
の
無
常

を
示
す
モ
ノ
を
慈
し
み
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描

き
だ
す
。

　
 『

ア
ト
リ
エ
の
青
い
バ
ラ
』
（
油
彩 
F
�

�
� 
�
�
�
�
年
）
は
、
猪
風
来
の
縄
文
オ

ブ
ジ
ェ
『
性
愛
』
を
モ
チ
ー
フ
に
描
か
れ
た
。

　

そ
こ
に
宿
る
�
モ
ノ
�
が
彼
の
心
に
触
れ
、

生
命
の
営
み
の
表
出
が
バ
ラ
の
ご
と
く
変
幻

す
る
と
き
、
卓
抜
し
た
画
力
に
よ
っ
て
独
自

の
心
象
世
界
が
紡
が
れ
る
。 「
ア
ト
リ
エ
に
あ 会

期
▼
�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈企画展〉
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� � ���� ��� ���

�
��
�

�
��
��
�
���から

���まで

������

��
第38回新見ふるさとまつり
���：��～
�新見駅前通り特設おまつり
　広場ほか
�商工観光課（�����）

岡山県統一 ノーレジ袋デー
�参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

�
交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター� Ｆ図書室
�生活環境課生活交通係（�����）

�
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター 小会議室
�商工観光課（�����）

����
人権・行政相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�大佐支局（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�社会福祉協議会大佐支所
　（�����）

��
年金相談
���：��～��：��
�哲多支局
�哲多支局（�����）

����
総務産建常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��

�����
議会運営委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��

��
行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター 小会議室
�商工観光課（�����）
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���������� ���

��������������

���
人権・行政相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

�
人権･行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：�� 
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

�
ファミリーミュージカル

「アルプスの少女ハイジ」公演
��4：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係
　（�����）

������������
第��回四県四郡市総合

体育大会
��：��～��：��
�島根県仁多郡
�生涯学習課スポーツ振興係
　（�����）

������
人権・行政・家庭児童・

母父子相談

登記相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談

法律相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

����
文教福祉常任委員会
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

��

�������������
第�回新見市民ゴルフ大会
��：��～
�北房カントリークラブ
�生涯学習課スポーツ振興係　
　（�����）

����
人権相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

�����

� � �

献血
���：��～��：��
　��：��～��：��
�山村開発センター
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

満奇洞オカリナコンサート
���：��～��：��
�満奇洞
�商工観光課（�����）

看護就職フェア
���：��～��：��
�まなび広場にいみ
　小ホール
�市民課地域医療係
　（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　http://www.city.niimi.okayama.jp/
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年�月 号   平成��年�月�日 N o.���

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…��人

　死亡…��人　 転出…��人

　世帯数　������世帯（－��世帯）

　（平成��年�月末日現在）
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■市県民税２期
■国民健康保険税２期
　（納期限：�月�日）

ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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